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(54)【発明の名称】 電子内視鏡

(57)【要約】
【課題】  電磁気的構造あるいはＣＣＤの駆動条件に応
じて、効果的に電磁輻射ノイズの放射レベルを抑制す
る。
【解決手段】  信号ケーブル２３は、駆動信号及び撮像
信号を伝送するための複数の信号線より構成されるた
め、伝送する信号により電磁的なノイズが輻射されるこ
とになる。そこで、信号ケーブル２３からの電磁輻射ノ
イズを抑制するために信号ケーブル２３の周りをシール
ド材２６により覆っている。このシールド材２６の基端
部２７の１点で外装金属部材２５と電気的に接続され、
結果として患者回路１０の回路グランド（患者ＧＮＤ）
に電気的に接続され、信号ケーブル２３からの電磁輻射
ノイズをシールドしている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部先端部内にＣＣＤを有する電子内
視鏡において、
前記ＣＣＤを駆動する駆動信号及び前記ＣＣＤからの撮
像信号を外部と送受するための信号ケーブルと、
前記信号ケーブルを覆うシールド材とを有し、
前記シールド材を１点で接地したことを特徴とする電子
内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子内視鏡、更に詳
しくは電磁輻射ノイズのシールド部分に特徴のある電子
内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、挿入部の先端に固体撮像素子、例
えばＣＣＤを内蔵した電子内視鏡が医療現場で広く用い
られるようになってきた。
【０００３】このような電子内視鏡を備えた内視鏡装置
は、電子内視鏡に照明光を供給する光源装置の他に、電
子内視鏡のＣＣＤを駆動すると共にＣＣＤにより撮像さ
れた撮像信号を信号処理してモニタに内視鏡画像を表示
させるカメラコントロールユニット（以下、ＣＣＵと記
す）が用いられる。
【０００４】一方、医療現場では種々の電子機器が配置
されるが、特に手術室における電子機器には電磁的なノ
イズによる誤作動を防止するために、ＭＤＤ（メディカ
ル・デバイス・ダイレクト：医療機器司令）により電子
機器から輻射される電磁輻射ノイズのレベルが厳しく規
制されている。
【０００５】そこで、従来より電子内視鏡においても、
上記ＭＤＤの規制をクリアするため内部を挿通している
信号ケーブルからの電磁輻射ノイズをシールドしてい
る。この信号ケーブルは、ＣＣＤを駆動するための駆動
信号及びＣＣＤからの撮像信号をＣＣＵと送受するため
の複数の信号線からなる。
【０００６】以下、従来の電子内視鏡装置の電磁輻射ノ
イズのシールド方法について、図２を用いて説明する。
【０００７】図２に示すように、電子内視鏡装置１０１
は、ＣＣＤ１０２を先端に備えた電子内視鏡１０３と、
ＣＣＤ１０２を駆動すると共にＣＣＤ１０２からの撮像
信号を信号処理するＣＣＵ１０４及び図示しない光源装
置とを備えて構成される。
【０００８】ＣＣＵ１０４は、電子内視鏡１０３に接続
され駆動信号の出力部と撮像信号の入力部とを備えた患
者回路１１０と、患者回路１１０と電気的にアイソレー
ションされ撮像信号の信号処理等を行う２次回路１１１
とから構成され、患者回路１１０の回路グランド（患者
ＧＮＤ）及び２次回路１１１の回路グランドはそれぞれ
独立にコンデンサを介してＡＣカップリングにより接地
されている。
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【０００９】また、電子内視鏡１０３は、体腔内に挿入
される挿入部１２０と、挿入部１２０の基端側に連設さ
れた操作部１２１と、操作部１２１より延出しコネクタ
１２４により着脱自在にＣＣＵ１０４に接続されるユニ
バーサルケーブル１２２とから構成される。
【００１０】そして、挿入部１２０の先端内に配置され
たＣＣＤ１０２は、挿入部１２０、操作部１２１及びユ
ニバーサルケーブル１２２に内挿された信号ケーブル１
２３により患者回路１１０内の駆動回路１１０ａに接続
されており、信号ケーブル１２３によりＣＣＤに駆動信
号が出力されると共に、撮像信号が患者回路１１０内の
駆動回路１１０ａに伝送されるようになっている。
【００１１】なお、図示はしないが、光源装置からの照
明光は、ユニバーサルケーブル１２２、操作部１２１及
び挿入部１２０に内挿されたライトガイドにより、挿入
部１０２の先端面より照射されるようになっている。
【００１２】また、電子内視鏡１０３は、ユニバーサル
ケーブル１２２及び操作部１２１を中空の外装金属部材
１２５で構成し、前記の信号ケーブル１２３及びライト
ガイドが外装金属部材１２５の内部を通り、挿入部先端
まで配置されている。ここで、この外装金属部材１２５
は、ユニバーサルケーブル１２２のコネクタ１２４で患
者回路１１０の回路グランド（患者ＧＮＤ）に電気的に
接続されている。
【００１３】信号ケーブル１２３は、上述したように駆
動信号及び撮像信号を伝送するための複数の信号線より
構成されるため、伝送する信号により電磁的なノイズが
輻射されることになる。そこで、信号ケーブル１２３か
らの電磁輻射ノイズを抑制するために信号ケーブル１２
３の周りをシールド材１２６により覆っている。そして
少なくとも、このシールド材１２６の前後の端部１２
７，１２８が外装金属部材１２５と電気的に接続され、
結果として患者回路１１０の回路グランド（患者ＧＮ
Ｄ）に電気的に接続され、信号ケーブル１２３からの電
磁輻射ノイズをシールドしている。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、信号ケ
ーブル１２３からの電磁輻射ノイズを抑制するために、
上述したように、従来は信号ケーブル１２３を覆うシー
ルド材１２６の前後の端部１２７，１２８で外装金属部
材１２５と電気的に接続していたが、ＣＣＤの駆動条件
やシールド材１２６、外装金属部材１２５を含む電磁気
的構造の形態等によっては、必ずしも効果的に信号ケー
ブル１２３からの電磁輻射ノイズを抑制することができ
ないといった問題がある。
【００１５】つまり、シールド材１２６、外装金属部材
１２５を含む電磁気的構造によるシールド材１２６と患
者回路１１０の回路グランド（患者ＧＮＤ）のインピー
ダンスの変化や使用するＣＣＤの駆動条件（駆動周波
数、駆動信号線の数、駆動エネルギ）により、例えば信
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号ケーブル１２３からの電磁輻射ノイズがシールド材１
２６及び外装金属部材１２５を循環する電流を励起し
て、この電流による電磁輻射ノイズが放射されて電磁輻
射ノイズを効果的に抑制できない場合がある。
【００１６】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、電磁気的構造あるいはＣＣＤの駆動条件に応じ
て、効果的に電磁輻射ノイズの放射レベルを抑制するこ
とのできる電子内視鏡を提供することを目的としてい
る。
【００１７】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡は、
挿入部先端部内にＣＣＤを有する電子内視鏡において、
前記ＣＣＤを駆動する駆動信号及び前記ＣＣＤからの撮
像信号を外部と送受するための信号ケーブルと、前記信
号ケーブルを覆うシールド材とを有し、前記シールド材
を１点で接地して構成される。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【００１９】図１は本発明の一実施の形態に係る電子内
視鏡を備えた電子内視鏡装置の構成を示す構成図であ
る。
【００２０】図１に示すように、電子内視鏡装置１は、
ＣＣＤ２を先端に備えた電子内視鏡３と、ＣＣＤ２を駆
動すると共にＣＣＤ２からの撮像信号を信号処理するＣ
ＣＵ４及び図示しない光源装置とを備えて構成される。
【００２１】ＣＣＵ４は、電子内視鏡３に接続され駆動
信号の出力部と撮像信号の入力部とを備えた患者回路１
０と、患者回路１０と電気的にアイソレーションされ撮
像信号の信号処理等を行う２次回路１１とから構成さ
れ、患者回路１０の回路グランド（患者ＧＮＤ）及び２
次回路１１の回路グランドはそれぞれ独立にコンデンサ
を介してＡＣカップリングにより接地されている。
【００２２】また、電子内視鏡３は、体腔内に挿入され
る挿入部２０と、挿入部２０の基端側に連設された操作
部２１と、操作部２１より延出しコネクタ２４により着
脱自在にＣＣＵ４に接続されるユニバーサルケーブル２
２とから構成される。
【００２３】そして、挿入部２０の先端内に配置された
ＣＣＤ２は、挿入部２０、操作部２１及びユニバーサル
ケーブル２２に内挿された信号ケーブル２３により患者
回路１０内の駆動回路１０ａに接続されており、信号ケ
ーブル２３によりＣＣＤ２に駆動信号が出力されると共
に、撮像信号が駆動回路１０ａに伝送されるようになっ
ている。
【００２４】なお、図示はしないが、光源装置からの照
明光は、ユニバーサルケーブル２２、操作部２１及び挿
入部０２に内挿されたライトガイドにより、挿入部２０
の先端面より照射されるようになっている。
【００２５】また、電子内視鏡３は、ユニバーサルケー
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ブル２２及び操作部２１を中空の外装金属部材２５で構
成しており、前記の信号ケーブル２３及びライトガイド
が外装金属部材２５の内部を通り、挿入部先端まで配置
されている。ここで、この外装金属部材２５は、ユニバ
ーサルケーブル２２のコネクタ２４で患者回路１０の回
路グランド（患者ＧＮＤ）に電気的に接続されている。
【００２６】信号ケーブル２３は、上述したように駆動
信号及び撮像信号を伝送するための複数の信号線より構
成されるため、伝送する信号により電磁的なノイズが輻
射されることになる。そこで、信号ケーブル２３からの
電磁輻射ノイズを抑制するために信号ケーブル２３の周
りをシールド材２６により覆っている。このシールド材
２６の基端部２７の１点で外装金属部材２５と電気的に
接続され、結果として患者回路１０の回路グランド（患
者ＧＮＤ）に電気的に接続され、信号ケーブル２３から
の電磁輻射ノイズをシールドしている。
【００２７】例えばＣＣＤを駆動周波数が９．５ＭＨｚ
のカラーＣＣＤとした場合、図２に示した従来のシール
ド方法による電子内視鏡１０３では、ＭＤＤ規格の放射
電磁界強度：３０ｄＢμＶ／ｍ以下に対して、３０～２
００ＭＨｚの周波数帯域で高調波のピークで規格がクリ
アできないことがあった。この理由は上述したように、
多点接地により信号ケーブル１２３からの電磁輻射ノイ
ズがシールド材１２６及び外装金属部材１２５を循環す
る電流を励起して、この電流による電磁輻射ノイズが放
射されるためと考えられる。
【００２８】一方、本実施の形態のシールド方法による
電子内視鏡３では、３０～２００ＭＨｚの周波数帯域で
高調波のピークを３～５ｄＢμＶ／ｍ改善でき、全体と
して１～２ｄＢμＶ／ｍ電磁輻射ノイズのレベルを下げ
ることができ、結果としてＭＤＤ規格をクリアすること
ができる。
【００２９】具体的には、従来方式で複数台を測定する
と、そのうちの何台かは規格をクリアできなかったが、
本願方式では全数規格をクリアすることができ、本願方
式の方が従来方式より効果的に電磁輻射ノイズのレベル
を下げることが確認できた。
【００３０】このように、従来と異なる駆動条件のＣＣ
Ｄに対しては、本実施の形態のようなシールド方法が効
果的に電磁輻射ノイズのレベルを下げることができる。
【００３１】つまり、従来技術では、電磁輻射ノイズを
抑制するためにシールド材のインピーダンスを下げるた
めにシールド材を単に多点接地させていたが、電磁気的
構造によるシールド材１２６と患者回路１１０の回路グ
ランド（患者ＧＮＤ）のインピーダンスの変化や使用す
るＣＣＤの駆動条件（駆動周波数、駆動信号線の数、駆
動エネルギ）によっては効果的なシールド方法とは言え
ず、シールド材を１点で接地する本実施の形態のシール
ド方法がより大きな抑制効果を有する。
【００３２】このように本実施の形態では、シールド材
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の１点接地という構造を有しているので、電磁気的構造
や駆動条件に応じた効果的な電磁輻射ノイズのレベル抑
制ができる。
【００３３】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、電
磁気的構造あるいはＣＣＤの駆動条件に応じて、効果的
に電磁輻射ノイズの放射レベルを抑制することができる
という効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態に係る電子内視鏡を備え
た電子内視鏡装置の構成を示す構成図
【図２】従来の電子内視鏡を備えた電子内視鏡装置の構
成を示す構成図
【符号の説明】
１…電子内視鏡装置
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２…ＣＣＤ
３…電子内視鏡
４…ＣＣＵ
１０…患者回路
１０ａ…駆動回路
１１…２次回路
２０…挿入部
２１…操作部
２２…ユニバーサルケーブル
２３…信号ケーブル
２４…コネクタ
２５…外装金属部材
２６…シールド材
２７…基端部

【図１】
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缆23的电磁辐射噪声，信号电缆23的周围被屏蔽材料26覆盖。 来自信号
电缆23的电磁辐射在屏蔽材料26的基端部27的一个点处电连接到外部金
属构件25，并且结果，电连接到患者电路10的电路接地（患者GND）。 
它屏蔽了噪音。
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